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１．はじめに 
マンションのストック総数は約694.3万戸（R4末時

点）に達している。経年マンションには躯体断熱性
能等の低いものが多いため、長寿命化への対応やカ
ーボンニュートラルの実現には、省エネ性能向上改
修の推進が求められる。 
本稿では、外断熱改修を実施したマンションを対

象に行った、改修効果に関するアンケート調査結果
について紹介する。 
 
２．調査概要 
調査対象は、調査協力の得られた外壁の外断熱改

修を近年実施した関東近郊に立地する３つのマンシ
ョンのうち、改修から1年以上経過している住戸とし
た。調査対象の建物諸元を表-1（上段）に示す。い
ずれのマンションも、外壁の外断熱改修に加え、開
口部及び屋根屋上の断熱改修を実施している。 
調査票は、回答者の基本事項及びライフスタイル

と、断熱改修前後の室内環境の変化に対する評価等

について16問（小設問35問）で構成した。各マンシ
ョンの調査概要は表-1（下段）に示すとおり。 
 
３．調査結果 
(1) 回答者概要 
 回答者の平均年齢は70.6歳、平均居住年数は28.6
年、平均世帯人数は2.06人であり、各マンションの
内訳は表-2に示すとおり。 
表-2.回答者概要 
 全体 Ａﾏﾝｼｮﾝ Ｂﾏﾝｼｮﾝ Ｃﾏﾝｼｮﾝ 
平均年齢[歳] 70.6 72.6 63.8 68.3 
平均居住年数[年] 28.6 30.1 28.4 25.2 
平均世帯人数[人] 2.06 1.76 2.36 2.31 

(2) 断熱改修前後の夏の室内環境について 
①改修後のリビングの温度に対する評価 
全体を通じて肯定的な評価がみられる（図-1）。

マンション毎にみると、Ａは「変わらない」が最も
多いが、Ｂ・Ｃは「やや暑さが和らいだ」が4割弱と
最も多い。 
 
 
 
 
 
 
 

②夏の住まいや暮らし方の変化 
3マンションともに、「窓や玄関ドアにカビが発生

しにくくなった」「窓付近の暑さが軽減した」「帰
宅時に家に入った時の暑さが軽減した」が上位3つを
占める（図-2）。Ａでは「窓や玄関ドアにカビが発
生しにくくなった」が最も多く、Ｂ・Ｃでは「帰宅

表-1.アンケート調査：建物諸元・調査概要 
 Ａマンション Ｂマンション Ｃマンション 

建
物
諸
元 

所在地 千葉県千葉市 東京都多摩市 東京都稲城市 
竣工年月 1968/9 1983/3 1993/3 
棟数/戸数 40棟/1530戸＊1 14棟/293戸 7棟/160戸 

階数 5F 3～5F 5～6F 
形式・設備 階段室型 階段室型 片廊下型・EVあり 

構造 RC 壁式 RC 壁式（PC) RCラーメン・壁 

主な省エネ 
改修履歴 

2006：扉 
2012：屋根屋上 
2020：窓 
2021-23：外壁 

2021-22： 
外壁, 扉・窓, 
屋根屋上 

2015：窓 
2018：屋根屋上 
2020：外壁,扉 

調
査
概
要 

実施期間 2024/1/11～26 2024/1/12～26 2024/1/12～26 
有効回答数 
/配布数*2 270/879 176/288 108/160 
回収率 30.7％ 61.1％ 67.5％ 

*1 外断熱改修から１年以上が経過している980戸を調査対象とする。 
*2 調査対象住戸のうち、空住戸等を除いた数。 
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図-1. 改修後の夏のリビングの温度に対する評価 
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時に家に入った時の暑さが軽減した」が最も多い。 
③改修前後の夏の電気代・電気使用量 

改修前後の夏の電気代・電気使用量をみると、3マ
ンションともに電気代の平均は低下している（表-3）。 

 (3) 断熱改修前後の冬の室内環境について 
①改修後のリビングの温度に対する評価 
全体を通じて「やや暖かくなった」「暖かくなっ

た」「かなり暖かくなった」という肯定的な評価が
みられ、3マンションともに、夏と比較して冬の方が
効果に対する肯定的な評価が多い（図-3）。 

②冬の住まいの暮らし方や変化 
3マンションともに「窓や玄関ドアにカビが発生し

にくくなった」が最も多い（図-4）。2021-22年に窓

改修と外断熱改修を続けて実施したＢでは、「窓付
近の寒さが軽減した」が6割以上と多い。また、Ｂ・
Ｃでは「帰宅時に家に入った時の寒さが軽減した」
も多い。 
③改修前後の冬の電気代・電気使用量 

改修前後の冬の電気代・電気使用量をみると、3マン
ションともに夏同様、電気代・電気使用量の平均は
低下している（表-4）。ガス・灯油についても同様
に比較すると、Ｃのガス代以外は低下している。 

 
４．今後の展開 
本稿で紹介したアンケート調査結果より、改修効

果に関する定量的、定性的な効果が確認できた。今
後は、収集した改修効果やコストのデータをもとに、
省エネ改修の費用対効果を定量的に示す手法の開発
に向け、データの分析を進める。 

表-3. ７～９月で最も使用量の多い月の電気代・電気使用量 
 電気代の平均 電気使用量の平均 

改修前 改修前 
との差 

改修前 改修前 
との差 改修後 改修後 

Ａ 7,916円 -204円 
(n＝111) 

255kWh 0 kWh 
(n＝36) 7,712円 255kWh 

Ｂ 10,655円 -1,812円 
(n＝90) 

313kWh -20 kWh 
(n＝46) 8,844円 293kWh 

Ｃ 11,416円 -731円 
(n＝45) 

378kWh -35 kWh 
(n＝24) 10,686円 344kWh 

表-4. 12～2月で最も使用量の多い月の電気代・電気使用量 
 電気代の平均 電気使用量の平均 

改修前 改修前との差 改修前 改修前との差 改修後 改修後 
Ａ 8,703円 -499円 

(n＝93) 
296kWh -46 kWh 

(n＝37) 8,204円 250kWh 
Ｂ 10,903円 -1,125円 

(n＝81) 
337kWh -50 kWh 

(n＝49) 9,778円 286kWh 
Ｃ 11,992円 -275円 

(n＝43) 
411kWh -66kWh 

(n＝23) 11,717円 344kWh 

図-3. 改修後の冬のリビングの温度に対する評価 

図-2. 夏の住まいや暮らし方の変化（複数回答） 

図-4. 冬の住まいや暮らし方の変化（複数回答） 
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